
村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 
総
務
課 

人
権
政
策
係
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○
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は

　
特
定
の
対
象（
人
物
や
集
団
）に
対
す
る

敵
意
や
憎
悪
を
、
過
激
な
表
現
を
用
い
て

直
接
に
示
す
言
動
の
総
称
で
す
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
多
く
の
場
合
、

人
種
・
国
籍
・
社
会
的
立
場
・
宗
教
・
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
な
ど
の
要
素（
を
持
つ
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
集
団
）に
対
す
る
差
別
的
な
意
識
の

表
れ
と
し
て
生
じ
ま
す
。
そ
し
て「
異
分

子
排
斥
せ
よ
」「
異
分
子
は
出
て
行
け
」と

い
っ
た
苛
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
ま
す
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
必
ず
し
も
暴
言
と

い
っ
た
言
語
表
現
の
み
を
指
す
も
の
で
は

な
く
、
敵
対
す
る
対
象
を
お
と
し
め
た
り

対
象
へ
の
憎
悪
感
情
を
煽
っ
た
り
す
る
表

現
全
般
を
含
み
ま
す
。
手
段
や
媒
体
を
問

わ
ず
、
例
え
ば
ウ
ェ
ブ
上
の
電
子
掲
示
板

に
お
け
る
書
き
込
み
、
街
頭
で
の
ビ
ラ
の

配
布
、
デ
モ
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が（
内
容
に
よ
っ
て
は
）ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
該
当
し
得
ま
す
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
人
権
侵
害
に
直
結

す
る
行
為
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
も
言
論
で
あ
る
以
上
、
こ
れ

を
一
律
に
禁
止
し
て
し
ま
え
ば
今
度
は
言

論
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
扱

い
は
国
な
ど
の
行
政
主
体
に
よ
っ
て
違
い

が
生
じ
て
い
ま
す
。
西
欧
諸
国
な
ど
は
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
何
た
る
か
を
定
義
し
た

上
で
法
的
に
禁
じ
て
い
る
場
合
も
多
い
で

す
が
、
米
国
や
日
本
な
ど
は
特
別
に
法
的

規
制
措
置
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
在
日
朝

鮮
人（
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
）が
ら
み
の

話
題
に
お
い
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
問
題

に
あ
が
り
ま
す
。

○
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
が
で
き

た
背
景

　
近
年
、
特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を

排
斥
す
る
差
別
的
言
動
が
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
と
し
て
社
会
的
関
心

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
言
動
は
、

人
々
に
不
安
感
や
嫌
悪
感
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
た

り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
近
時
、
こ
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

大
き
く
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ら
に
社
会

的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
上
、
平
成
26

年
７
月
の
国
連
自
由
規
約
委
員
会
に
よ
る

日
本
政
府
報
告
審
査
に
お
け
る
最
終
見
解

及
び
同
年
８
月
の
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委

員
会
に
よ
る
同
審
査
に
お
け
る
最
終
見
解

で
、
政
府
に
対
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ

の
対
処
が
勧
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
国
会

に
お
い
て
、「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不

当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
）が
成
立
し
、
平
成
28
年
６
月

３
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

※
来
月
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
に
つ

い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回は、「ヘイトスピーチ解消法」についてお伝えします。

〈問い合わせ〉阿蘇大津人権擁護委員協議会（熊本地方法務局阿蘇大津支局内）　℡096（293）2272
総務課人権政策係　℡（67）1111

特設人権相談所を開設します

木々に囲まれた広場で交流する参加者の皆さん

　村内の人権擁護委員の皆さんが、人権問題や家庭問題などの相談に応じます。相談は無料で、秘密は堅く
守られます。お気軽にご相談ください。
■日　時　　平成30年12月4日（火）　午前10時～午後3時まで
■場　所　　長陽保健センター会議室（河陽4518番地）

　熊本地震で観光客が大きく減った阿蘇地域の新たな観光復興の仕掛けを支援するため、本年5月にスタートした
「南阿蘇観光未来プロジェクト」において、「JALパック」と観光を学ぶ東京の「跡見学園女子大学」学生と地元の皆さ
んの協力により「南阿蘇・立野ダム」・「南阿蘇鉄道」・「地獄温泉」を中心
とした南阿蘇村の新しい魅力満載の着地型旅行商品が完成し、東京発第
1弾モニターツアーが、11月3日～4日の1泊2日、定員18人で催行さ
れました。
　モニターツアーを通して、新しい南阿蘇村観光の可能性について発信
することができました。今後は、ツアー商品販売の窓口、運営体制構築
など急務であり、村では関係機関と連携を図り調整しているところです。

「南阿蘇観光未来プロジェクト」モニターツアーが開催されました！

　登山や自然体験を通じて深まる秋の景色と素敵な出会いを探してもらう
「第4回南阿蘇村・紅葉トレッキング山コン」が開催されました。
　過去3回の開催で7組の結婚カップルが誕生している「山コン」。その人気
は高く、今回も総勢400人を超える申し込みがあり、定員制のため抽選の
うえ、当日は男女各39人が参加。
　参加者は、紅葉が色づきはじめる「倶利伽羅谷」のコースをトレッキングし、
山中の森の広場では、スラックラインや、薪割りなどのアウトドア体験を
楽しみました。
　下山後は、フリートークタイムや抽選会があり、16組のカップルが成立しました。

アウトドアを通じて思い出の場所に 第4回南阿蘇村・紅葉トレッキング 山コン

〈問い合わせ〉産業観光課 商工観光係　℡（67）1112
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